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国

宝

弥
勒
菩
薩
半
珈
思

惟
像
　

弥
勒
菩
薩
半
珈
思
惟
像
（
宝
裂
）
‘

十
二
神
将
十
二
躯
　

阿
弥
陀
如

来
坐
像
　

不
空
絹
索
観
音
菩

薩
立
像
　

十
一
面

千
手

観
音
立
像
　

廣
隆
寺
縁
起
資
財
帳

廣
隆
寺
資
財
交
替
実
録
帳
　

桂
宮
院
本
堂
　
（
以
上
二
十
点
）

重

要

文

化

財

千
手
観
音
坐
像
　
毘
沙
門
天
立
像
　

吉
祥
天
立
像
　
如
意
輪

観
音
半

珈
像
　

不
動
明
王

坐
像
　

薬
師
如
来
立
像
　

蔵
王

権
現
像
　

阿
弥
陀
如
来
立
像
　

聖
観
音
立
像
　
吉
祥
天
立
像

埋
木
地
蔵
立
像
　
日
光
菩
薩
立
像
　

月
光
菩
薩
立
像
　

弥
勒

菩
薩
坐
像
　

菩
薩
立
像
　
吉
祥
天
立
像
　
大
日
如

来
坐
像

蔵
王
権
現
像
　
吉
祥
天
立
像
　

聖
徳
太
子
孝
養
像
　

増
長
天

立
像
　
持
国
天
立
像
　
広
目
天
立
像
　
五
馨
文

殊
菩
薩
坐
像

多
聞
天
立
像
　

秦
河

勝
像
　

同
夫
人
像
　

吉
祥
天
立
像
　

大

日
如
来

坐
像
　

地
蔵
菩
薩

坐
像
　

虚
空
蔵
菩
薩

坐
像
　

能

恵
法
師
絵
詞
　

十
二
天
画
像
十
二
幅
　

准
凰
仏
母
画
像
　

三

千
仏
図
絵
　
鉄
鐘
　

講
堂
　
（
以
上
四
十
八
点
）

楼門

廣

京都巾右京区太秦蜂

隆 寺( 郡

岡町　ＴＥＬ(075)861-1461

The K6ryaji Temple

The K6ryaji Temple, belonging t ｏ the Shingon sect ｏｆ Ｂｕddhis ｍ ，is

the oldes ｌｌｅｍｐｌｅ ｉｎ Ｙａｍａshir ｏ， Ｋy ｏ１０.1t is said t ｏ ｈａｖe beeTIa

〕ｕndedin603andis ｏｎｅｏ
ｆsｅｖｅｎ 】ａrget ｅｍｐ】ｅs ｉｎ Ｊａｐａｎ ｃｏｎstnjcledby prince Sh610k

ｕ (573-621)｡

The present ｌｅｃtｕre hall (theK6d6)is the oldes ａ ｕilding in Ky ｏt０，

ｃｏｎslrｕｃted in 1 165. Ｅｎshrined in the lecl ｕre hall ar ｅ ａ ｈｕge, 8-11 〕ｏthigh,s

ｅａted ｗｏｏｄｅｎ ｉｍａｇｅ ｏｆthe Amida Ny ｏrai( ａ ｎａtｉｏｎａｌ trｅａsｕre) ，

ａ stalｕｅ ｏｆthe Ji ｚ6, Ｂａsａtsｕ (ａｎ ｉｍｐｏrｌａｎt ｃｕltｕral pr ｏｐｅrly)10 the

ｒight oft ｈｅ Ａｍｉｄａ Ｎy ｏrａｉ ａｎｄ ａ stalｕｅ ｏｎ ｈｅ ＫｏｋＱｚ6- Ｂｏsats ｕ (ａｎ

ｌｍｐｏrlanl c ｕltｕral pr ｏｐｃｒty)t ｏthelefl.Behind t ｈｅ ｌｅｃtｕre hall is theJ6ga61n Ohe main hall),

ｗher ｅ ａ ｗｏｏｄｅｎ stａtｕｅ, saidbytradilion tobe ofprince Sh610k

ｕ ａt ａｂｏｕt 33 y ｅａrs ｏｆａｇｅ， js ｅｎshr ｉｎｅｄａstheprincipal image. The pr

ｃsｅｎt Jaga61n b ｕilding ｗａs rｅｃｏｎslrｕcled in1720｡

Ｔｏ tｈｅ ｎｏrlh ofthe precincts ofthc lemple is lhe Keigain 【ａｎａtｉｏｎａ】tr

ｅａsｕre).Thjs is ａｎ ｏｃｌａｇｏｎａｌ ｏｎｅ-stｏry b ｕilding meas ｕring 7. ５ ｆｉｅｌ

ｏｎ ｅａｃｈ side and roof12d ｗilh Japanese cypr ｅss bark. This b ｕildingofhist

ｏrical interest ｗａs ｃｏｎstrｕｃtedin1251 and is ｕsｕally calledthelIHakkak

ｕd6(t ｈｅ ｏｃtａｇｏｎａｌ ｈａ)|)"by local r ｅsidents｡

Behind lhe J6ga61n is lhe Shin-Reih6den (the lr ｅａsｕre hall) ｗherea 

ｖａriety of ｖalｕable st ａtｕｅs oft ｈｅ Ｂｕddha ar ｅ stｏred incl ｕdil 】ｇ ｏｎｅ

ｆａｍｏｕs ｗ ｏｏｄｅｎ stａtｕｅ ｏｎ ｈｅ ̈ Mirok ｕ-Ｂｏsａtsｕ" dating fr ｏｍ theAs

ｕｋａ Ｐｅriod (552-645).lt ｗａs designaled as a nat ｉｏｎａ】trｅａsｕrein1951

，becoming the first designat ｅｄ ｎａtiona 】trｅａsｕre in Japan.

ヱ 脊71( 廣 隆 寺)

皿静ス1(廣隆寺) １ 憑 そ!唱舌別 科世旦呈,ごた０１２ 廻亀11 樋(6031d)
叫 企呈早 切舛乃11 』製叫凪 １ 哺切圃乱七 叫叫Å|呈(皿尼) ス1咀叫

月 ７}麿 仝叫宅 叫刑ol列，立豆早 ｑヌ}７}羽９討 り 芒 ７切 叫刑営到

祷４１ＬＩ珠

1165 ￥!り 羽il』宅｢ 忿９｣ 登 皿呈１ 刈 ４尉 仝１ 宅 羽僑曇りL1将.
・9011 七・01 叫2m 40cm 叫01 旦七ｏ}l]14(刈凋吋( 河旦)憂 苦１ 旦

呈，ユ 仝芒居oll七 ス|遼篁翌々(舌豆是斗刈)，羽居旦呈七 司否■旦せ
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司９ 糾七 三を早仝9!(L 宮王院)叫 剔jl糾ヱ 似旦口|，芒否々喬33 刈 早tj

別 企呈早 哺ｽﾄ(573 －621) 甘旦呈 遡州 切al全七 号Ξi=ΞX=44101
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曇呈 １哨別 １０１七 叫2m 30cm, ス1筈吝 £香叫早 咽型呈ｏ川 用 釧
合ｔ1叫.91叫１ 旦旦 営豆哲 羽僑居呈，り 廿jl旦呈 奨升早呈(八角堂)
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Ｊ
宝
冷
一（

ミ

？

゛

’゙

弥

勒

菩

薩

半

珈

思

惟 い

像 で

Ｌ
ゆ
み
せ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
そ
っ
て
ん

弥

勒

菩

薩
は

、

須

弥

山
の
弥

勒

浄

土

と
い
わ

れ
て
い
る
兜

率
天

に
て

、

菩

薩
の
行

に
つ
と

め
ら
れ

、

諸
天

に

説
法

し

、

お
釈

迦

さ

ま

に

か

わ
っ
て

す

べ
て

の

悩

み

、
苦

し

み

を

お

救

い
く

だ

さ

り

、

正

し

い
道
へ
と
お

導

き

下

さ
る
慈

悲

の
仏

さ
ま

で
す

。

こ
の
半

珈

思

惟

像

は
、
「
一
切

衆

生
を

い
か
に
し

て
救

お
う

か

と

考
え

て
い
る

」
お

姿

を

表

し
て
い
ま

す

。

広

隆

寺

沿

革

広
隆
寺
は
推
古
天
皇
十
一
年
（
六
〇
三
）
に
建
立
さ
れ
た
山
城
最
古
の
寺
院
で
あ
り
、
聖
徳
太
子
建
立
の
日
本
七
大
寺
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
寺

の

名
称
は
、
古
く
は
蜂
岡
寺
、秦
公
寺
、
太
秦
寺
な
ど
と
言

わ
れ
た
が
、今
日
で
は
一
般
に
広
隆
寺
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

広
隆
寺
の
成
立
に
就
い
て
、
日
本
書
紀
に
よ
る
と
秦
河
勝
が
聖
徳
太
子
か
ら
仏
像
を
賜
り
そ
れ
を
御
本
尊
と
し
て
建
立
し
た
と
あ
り
、
そ
の
御
本

尊

が
現
存
す
る
弥
勒
菩
薩
で
あ
る
こ
と
が
廣
隆
寺
資
財
交
替
実
録
帳
を
見
る
と
明
ら
か
で
あ
る
。

秦
氏
族
が
大
勢
で
日
本
に
渡
来
し
た
の
は
日
本
書
紀
に
よ
る
と
第
十
五
代
応
神
天
皇
十
六
年
で
、
主
は
養
蚕
機
織
の
業
で
あ
り
、
そ
の
他
に
大
陸

や
半
島
の
先
進
文
化
を
我
が
国
に
輸
入

す
る
こ
と
に
も
努
め
農
耕
、醸
酒
等
、
当
時

の
地
方
産
業
発
達
に
貢
献
し
て
い
た
。

我

が
国
に
大
陸
文
化
を
移
し
産
業
と
文
化
の
発
達
の
源
流
・
経
済
の
中
心
と
も
な

っ
た
太
秦

の
、
こ
の
広
隆
寺
は
、
衆
生
済
度
の
道
の
探
求
、
仏
法

χ
’
元ゝ
　
　
　
　
　
　
　い
　
　も
　
　
ジ‘ヽりレ‘
　
　
　な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご人
げ

へ
の
絶
対
的
な
帰
依
、
そ
し
て

。和
を
似
っ
て
貴
し
と
為
す
‘
平
和
な
世
界
を
め
ざ
さ
れ
た
慈
悲
の
権
化
で
あ
る
聖
徳
太
子

の
、
理
想
の
実
現
に
尽

力
し
た
秦
氏
の
功
業
を
伝
え

る
最
も
重
要
な
遺
跡
で
あ
り
、
信
仰
と
芸
術
の
美
し

い
調
和
と
民
族
の
貴
い
融
和
協
調
と
を
如
実
に
語
る
日
本
文
化
の

一
大

宝
庫
で
あ
る
。

広
隆
寺
は
弘
仁
九
年
（
八
一
八
）
に
火
災
に
遭

っ
た
が
、
秦
氏
出
身
で
弘
法
大
師
の
弟
子
で
あ
る
道
昌
僧
都
に
よ

っ
て
再
興
、
更
に
久
安
六
年
ニ

ー

五
〇
）
に
も
炎
Ｌ
し

、
復
興
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
度
々
の
災
禍
に
も
拘
わ
ら
ず
、
多
く
の
仏
像

が
現
在
も
護
持
さ
れ
て
い
る
事
を
思
う
と
、
こ
れ
ら

の
仏
像
が
い
か
に
強
い
信
仰
の
対
象
で
あ
る
か

が
、
う
か
が
わ
れ
る
。

講

堂
（
重
要
文
化

財
）

講
堂
は
永
万
元
年
（
一
二
（

五
）
に
再

建
さ
れ
た
京
洛
最
古
の
建
物
で
、
俗
に
赤
堂
と
い
う
。
中
央
に
西
方
極
楽
浄
土
で
説
法
を
さ
れ
て
い
る
印
を
結
ぶ
阿
弥

た
に
。‘らし
ご
ぞう
　
　
　
　
し
ぞ・り
ぱ
ぎ
り
ぎ
ぞう
　
　
　
　
こ
くう
そ
’り
ぽ
さっ
ざ
そう

陀
如
来
坐
像
（
国
宝
）、
地
蔵
菩
薩
坐
像
（
重
文
）
、
虚
空
蔵
菩
薩
坐
像
（
重
文
）を
祀
る
。

太
秦
明
神
、
漢
織
女
、
呉
秦
女
を
祀
る
。

上

宮

王

院

太

子

殿
　
　
　
　
　

ｊ２
Ｑ
 １
７
Ｖ２
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。
。
　
　

。
　
　
。
。
　

。。
。
。
．
　

ｔ
．
&
万

享
保
十
五
年
二

七
三
〇
）
に
再
建
さ
れ
た
入
母
屋
造
の
堂
。
本
尊
に
聖
徳
太
子

像
を
祀
る
。
こ
の
太
子
尊
像
に
は
、
太
子
の
偉
徳
功
業
を
景
仰
せ
ら
れ
る

歴
代
天
皇
が
、即
位
大
礼
に
御
着
用
の
黄
櫨
染
御
抱
の
御
束
帯
が
即
位
後
贈
進
さ
れ
て
各
天
皇
御
一
代
を
通
じ
て
御
召
し
に
な
る
な
ら
わ
し
で
あ
る
。

毎
年
十
一
月
二
十
二
日
の
聖
徳
太
子
御
火
焚
祭
に
特
別
開
扉
。

新

霊

宝

殿

飛
鳥
時
代
の
弥
勒
菩
薩
半

珈
思
惟
像
（
国
宝
）
を
は
じ
め
、天
平
・
弘
仁
・
貞
観
・
藤
原
・
鎌
倉
と
各
時
代
の
仏
像
を
祀
る
。

桂

宮

院

本

堂
（
国
宝
）
別
名
八
角
円
堂
（
非
公

開
）

聖
徳
太
子
託
斬

新
豚
拓
を
起
こ
さ
れ
た
と
こ
ろ
と
伝
え
ら
れ
現
在
は
広
隆
寺
の
奥
の
院
と
称
さ
れ
る
・
現
在
の
建
物
は
建
長
三
年
（
三

旦

）
に
軋
齢
卦
た

澄
禅
に
よ
り
再
建
さ
れ
た
。

地

蔵

堂

平
安
時
代
に
我
国
繁
栄
の
為
に
弘
法
大
師
が
諸
人
安
産
、子
孫
繁
栄
の
御
誓
願
に
基
き
御
製
作
に
な
っ
た
腹
帯
地
蔵
尊
で
あ
る
。

薬

師

堂

阿
弥
陀
三
尊
立
像
　

薬
師
如
来
立
像
　
不
動
明
王
　
弘
法
大
師
　
理
源
大
師
　
道
昌
僧
都
を
祀
る
。

●
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